
年間授業計画

高等学校 令和８年度（２学年用）教科

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ F 組

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

二
学
期

10○ ○ ○

上水

保健体育 スポーツA 2

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続すること
が出来るようにするため、運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに、それらの技能を身につけるように
する

保健体育 科目 スポーツA

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う

運動における競争や共働の経験を通して、公正に取り組
む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、
一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育て
るとともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継
続して運動に親しむ態度を養う。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断す
るとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う

運動における競争や共働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画
する、一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、健康・安全を確保して、生涯
にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。

ステップアップ高校スポーツ

0

【 知　識　及　び　技　能 】

0

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさ
や喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継
続することが出来るようにするため、運動の多様性や
体力の必要性について理解するとともに、それらの技
能を身につけるようにする

知 思 態
配当
時数

（知識・技能）
・高いスピードを維持して走る中間走
では，体の真下近くに足を接地した
り，キックした足を素早く前に運んだ
りするなどの動きで走ること。
（思考力・判断力・表現力）
・課題解決の過程を踏まえて，自己や
仲間の新たな課題を発見すること。
（主体的に学習に取り組む態度）
・陸上競技の学習に主体的に取り組も
うとすること。

短距離走(100m,200m)
・スタート
・中間疾走
・フィニッシュ
・ストライドとピッチ
・タイム計測と運営

（知識・技能）
・高いスピードを維持して走る中間走では，体の
真下近くに足を接地したり，キックした足を素早
く前に運んだりするなどの動きで走ることができ
る。

（思考力・判断力・表現力）
・課題解決の過程を踏まえて，自己や仲間の新た
な課題を発見している。

（主体的に学習に取り組む態度）
・陸上競技の学習に主体的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

（知識・技能）
・加速に十分な距離から，高いスピー
ドで踏み切りに移ること。
(思考力・判断力・表現力)
・練習や競技会の場面で，自己や仲間
の活動を振り返り，よりよいルールや
マナーについて提案すること。
（主体的に学習に取り組む態度）
・役割を積極的に引き受け自己の責任
を果たそうとすること。

走り幅跳び
・助走
・踏切
・空中姿勢
・着地
・計測と運営

（知識・技能）　　　　　　　　　　　　　・
加速に十分な距離から，高いスピードで踏み切り
に移ることができる。

（思考力・判断力・表現力）
・練習や競技会の場面で，自己や仲間の活動を振
り返り，よりよいルールやマナーについて提案し
ている。

（主体的に学習に取り組む態度）
・役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそう
としている。

一
学
期

(知識・技能)
・自分で設定したペースの変化や仲間
のペースに応じて，ストライドやピッ
チを切り替えて走ること。
(思考力・判断力・表現力)
・体力や技能の程度，性別等の違いを
超えて仲間とともに陸上競技を楽しむ
ための調整の仕方を見付けること。
（主体的に学習に取り組む態度）
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦
を大切にしようとすること。

長距離走(1500m)
・自己のペースで走る
・ストライドとピッチ
・タイム計測と運営

(知識・技能)
・自分で設定したペースの変化や仲間のペースに
応じて，ストライドやピッチを切り替えて走るこ
とができる。

(思考力・判断力・表現力)
・体力や技能の程度，性別等の違いを超えて仲間
とともに陸上競技を楽しむための調整の仕方を見
付けている。

（主体的に学習に取り組む態度）
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にし
ようとしている。

(知識・技能)
・助走で得た勢いを投げの動作に移す
こと。
(思考力・判断力・表現力)
・練習や競技会の場面で，自己や仲間
の危険を回避するための活動の仕方を
提案すること。
（主体的に学習に取り組む態度）
・危険の予測をしながら回避行動をと
るなど，健康・安全を確保すること。

やり投げ
・安全指導
・やりの握り方
・基本のフォームと投げ方
・突き刺し
・助走とステップ
・計測と運営

(知識・技能)
・助走で得た勢いを投げの動作に移すことができ
る。
(思考力・判断力・表現力)
・練習や競技会の場面で，自己や仲間の危険を回
避するための活動の仕方を提案している。
（主体的に学習に取り組む態度）
・危険の予測をしながら回避行動をとるなど，健
康・安全を確保している。

○ ○ ○ 8

○ ○ ○ 10



知 思 態
配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

三
学
期

二
学
期

○ ○ ○ 10

(知識・技能)
・サービスでは，ボールに変化をつけ
て打つこと。
(思考力・判断力・表現力)
・チームや自己の課題を解決するため
の練習の計画を立てること。
（主体的に学習に取り組む態度）
・作戦などを話し合う場面で，合意形
成に貢献しようとすること。

バレーボール
(生徒が主体的に授業を行う)
・アンダーハンドパス
・オーバーハンドパス
・サーブ
・スパイク
・ゲームと運営

(知識・技能)
・サービスでは，ボールに変化をつけて打つこと
ができる。
(思考力・判断力・表現力)
・チームや自己の課題を解決するための練習の計
画を立てている。
（主体的に学習に取り組む態度）
・作戦などを話し合う場面で，合意形成に貢献し
ようとしている。

マット運動
・安全指導
・練習する技の確認
・技の練習
・連続技の練習
・発表と運営

（知識・技能）
・学習した基本的な技を発展させて，一連の動き
で回転することができる。

（思考力・判断力・表現力）
・選択した技の行い方や技の組合せ方について，
自己や仲間の動きを分析して，良い点や修正点を
指摘している。

（主体的に学習に取り組む態度）
・危険の予測をしながら回避行動をとるなど，健
康・安全を確保している。

（知識・技能）
・学習した基本的な技を発展させて，
一連の動きで回転すること。
(思考力・判断力・表現力)
・選択した技の行い方や技の組合せ方
について，自己や仲間の動きを分析し
て，良い点や修正点を指摘すること。
（主体的に学習に取り組む態度）
・危険の予測をしながら回避行動をと
るなど，健康・安全を確保すること。

(知識・技能)
・ボールを相手側のコートの守備のい
ない空間に緩急や高低などの変化をつ
けて打ち返すこと。
(思考力・判断力・表現力)
・チームや自己の課題を解決するため
の練習の計画を立てること。
（主体的に学習に取り組む態度）
・作戦などを話し合う場面で，合意形
成に貢献しようとすること。

○ 10

(知識・技能)
・シュートをしたり，パスを受けたり
するために味方が作り出した空間に移
動すること。
(思考力・判断力・表現力)
・チームや自己の課題を解決するため
の練習の計画を立てること。
（主体的に学習に取り組む態度）
・作戦などを話し合う場面で，合意形
成に貢献しようとすること

サッカー
(生徒が主体的に授業を行う)
・パス
・シュート
・オフェンス
・ディフェンス
・ミニゲーム
・ゲームと運営

(知識・技能)
・シュートをしたり，パスを受けたりするために
味方が作り出した空間に移動することができ
る。。
(思考力・判断力・表現力)
・チームや自己の課題を解決するための練習の計
画を立てている。
（主体的に学習に取り組む態度）
・作戦などを話し合う場面で，合意形成に貢献し
ようとしている。

○ ○

テニス
(生徒が主体的に授業を行う)
・フォアハンド
・バックハンド
・ボレー
・スマッシュ
・ラリーゲーム
・ゲームと運営

(知識・技能)
・ボールを相手側のコートの守備のいない空間に
緩急や高低などの変化をつけて打ち返すことがで
きる。
(思考力・判断力・表現力)
・チームや自己の課題を解決するための練習の計
画を立てている。
（主体的に学習に取り組む態度）
・作戦などを話し合う場面で，合意形成に貢献し
ようとしている。

合計

78

○ ○ ○ 10

○ ○ ○ 10


